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研究課題 英語の明示的遂行文における進行形の使用をめぐって 

研究キーワード 
明示的遂行文、進行形の

使用 

当年度計画に対す

る達成度 

2.順調に研究が進展しており、期待どおり

の成果が達成できた 

関連する 

SDGs項目 
該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 

１．研究成果の概要 

 I beg you，I warn you，I deny，I dedicate のような英語の明示的遂行文の遂行動詞は単純現在形が典型と

されるが、単純現在形の代わりに進行形が用いられる場合があることが時に指摘されてきた。研究ではその進

行形がいつ頃からどのような種類の遂行動詞にどの程度進出がみられるか実態調査を行い、その結果について

考察を試みた。 

 

 

２．著書・論文・学会発表等 

（できるだけご記入ください。査読の有無及び海外研究機関等の研究者との国際共著論文がある場合は必ず記載） 

【論文（査読あり）】 

「明示的遂行文の遂行動詞への進行形の進出に関する予備的考察」（査読あり）『英語コーパス研究』第 31 号, 

23–45, 2024 年． 

 

【著書・論文（査読なし）】 

 

 

 

【学会発表等】 

 

 

 

３．主な経費 

デスクトップパソコン、書籍、論文、DVD の購入に充てた。 

 

４．その他の特筆すべき事項（表彰、研究資金の受入状況等） 

 

 

 

（本文は 2ページ以内にまとめること） 

 

 


